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～
趣
味
の
ち
看
板
絵
師
～

　

島
根
県
の
中
学
校
を
卒
業
し
た

小
林
さ
ん
が
、
集
団
就
職
で
向

か
っ
た
先
は
、
大
阪
府
堺
市
の
鉄

工
所
。
10
人
一
部
屋
の
寮
で
生
活

を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

元
々
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、

よ
く
憧
れ
の
ス
タ
ー
の
似
顔
絵
を

描
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
趣
味
が
天
職
へ
と
発
展
し

て
い
き
ま
す
。
映
画
好
き
で
も
あ

る
小
林
さ
ん
は
、
通
い
詰
め
る
映

画
館
の
方
と
仲
良
く
な
り
、
住
み

込
み
で
働
く
こ
と
に
。
も
ち
ろ
ん

似
顔
絵
の
腕
が
評
価
さ
れ
た
か
ら

で
す
。

～
フ
ー
テ
ン
の
忠
さ
ん
～

　

後
に
似
顔
絵
描
き
と
し
て
全
国

を
回
り
、
腕
を
磨
き
ま
す
。
当
時

の
販
売
す
る
値
段
は
１
枚
３
０
０

円
。

　

絵
描
き
道
具
と
寝
袋
を
持
っ
て

旅
か
ら
旅
へ
と
、人
か
ら
は「
フ
ー

テ
ン
の
忠
さ
ん
」
と
言
わ
れ
る
ま

で
に
。

　

し
か
し
、「
こ
の
ま
ま
で
い
い

の
か
？
」
と
再
び
大
阪
へ
戻
り
、

工
芸
高
校
に
入
学
。
デ
ザ
イ
ン
の

勉
強
を
始
め
、
デ
ザ
イ
ン
会
社
に

就
職
し
ま
し
た
。

～
失
敗
か
ら
誕
生
～

　

あ
る
日
、
失
敗
し
た
絵
の
具
の

つ
い
た
紙
を
広
げ
る
と
、
上
下
対

称
の
世
界
が
目
の
前
に
現
れ
る
。

　
「
こ
れ
が
ヒ
ン
ト
と
な
り
、
寝

袋
か
ら
見
た
水
面
に
映
る
景
色
を

描
き
始
め
た
の
で
す
。」
と
シ
ン

メ
ト
リ
ー
ア
ー
ト
の
誕
生
秘
話
も

教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

数
多
く
の
作
品
を
、
色
ん
な

タ
ッ
チ
で
表
現
さ
れ
る
小
林
さ

ん
。

　
「
今
ま
で
の
作
品
を
多
く
の
方

に
観
て
も
ら
い
た
い
。」

　
「
古
民
家
な
ど
が
並
ぶ
、
美
し

い
ま
ち
な
み
の
久
宝
寺
を
、
こ
れ

か
ら
ス
ケ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
歩
い

て
み
た
い
。」
と
、新
た
な
「
フ
ー

テ
ン
」
の
始
ま
り
か
も
知
れ
ま
せ

ん
・
・
・
。

み
ん
な
で
作
ろ
う
‼

　

久
宝
寺
寺
内
町
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
（
以
下 

推
進
協
）

が
主
催
す
る
「
久
宝
寺
寺
内
町

み
ん
な
で
作
る
燈
路
ま
つ
り
」

が
国
土
交
通
省
の
今
年
度
の
手

作
り
郷ふ
る
さ
と土
賞
（
3
ペ
ー
ジ
に
詳

細
記
載
）に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
宝
寺
寺
内
町
の
歴
史
あ
る

ま
ち
な
み
を
活
か
し
、
地
元
の

団
体
・
企
業
・
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
学
生
団
体
、
近
年
で
は
他

の
地
域
の
方
々
に
も
協
力
い
た

だ
き
、
作
り
上
げ
た
こ
と
を
評

価
し
て
も
ら
え
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
各
地
で
大
規
模

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

の
地
域
で
も
い
つ
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
備
え
を
行

政
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

地
域
住
民
で
も
防
災
対
策
を

し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

燈
路
ま
つ
り
の
次
は
、「
み

ん
な
で
作
る
防
災
の
町
賞
」
を

い
た
だ
け
る
よ
う
な
町
を
作
り

上
げ
る
こ
と
を
考
え
て
も
良
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

イラストレーター 小林忠市さん

2 年前に久宝寺に越して来られました。

銀幕のスターを数多く描き続けた若き日の作品

久宝寺に来られるまでの波乱
万丈の人生を語る小林さん

小林さんの作品を
まちなみセンターに展示します！

「 銀幕のスタア 100 人展
                        （邦画女優編）」

◆開催日   2 月 23 日（日）
                        24 日（月・振休）
                        26 日（水）

◆時間      午前 9 時～午後 5 時
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交
流
会

令
和
元
年
11
月
3
日
（
日
）

　

7
名
の
演
奏
者
を
迎
え
て
、「
交

流
会 

♪
ケ
ー
ナ
の
演
奏
と
と
も

に
♪
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
」

「
涙
そ
う
そ
う
」
な
ど
、
参
加
者

に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
曲
も
多

く
、
会
場
は
穏
や
か
な
空
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
た
後
は
、
演
奏
者
も
一
緒
に
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

出
前
授
業

令
和
元
年
12
月
1
日
（
日
）

　

久
宝
寺
小
学
校
の
日
曜
参
観
に

お
い
て
、
1
～
3
年
生
を
対
象
に

河
内
木
綿
に
つ
い
て
の
出
前
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

1
年
生
は
綿
繰
り
の
体
験
と
ス

ト
ラ
ッ
プ
作
り
、
2
年
生
は
綿
打

ち
の
体
験
と
壁
か
け
カ
レ
ン
ダ
ー

作
り
、
3
年
生
は
河
内
木
綿
の
糸

で
し
お
り
を
織
り
ま
し
た
。
楽
し

そ
う
に
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
む

児
童
た
ち
の
姿
か
ら
、
出
前
授
業

を
行
っ
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
元
気

と
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

2
月
6
日
に
は
、
八
尾
小
学
校

の
3
年
生
に
出
前
授
業
を
行
い
ま

す
。

＊
河
内
木
綿
に
関
す
る
出
前
授
業

は
「
久
宝
寺
木
綿
わ
た
の
会
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ん

に
ご
協
力
い

た
だ
き
実
施

し
て
い
ま
す
。

農
業
体
験

令
和
元
年
11
月
15
日
（
金
）

　

八
尾
市
西
久
宝
寺
の
杉
本
農
園

に
て
、
久
宝
ま
ぶ
ね
こ
ど
も
園
の

園
児
た
ち
が
「
た
ま
ね
ぎ
の
苗
植

え
」
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち

は
、
大
き
く
育
っ
た
た
ま
ね
ぎ
を

収
穫
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
様
子
で
し
た
。

【
令
和
元
年
度 

農
業
体
験
】

久
宝
ま
ぶ
ね
こ
ど
も
園 

園
児

5
月
15
日　

た
ま
ね
ぎ
収
穫

6
月
4
日　

さ
つ
ま
い
も
苗
植
え

6
月
5
日　

河
内
木
綿
苗
植
え

10
月
9
日　

さ
つ
ま
い
も
収
穫

久
宝
寺
小
学
校 

3
年
生

11
月
26
日　

社
会
見
学

 （
農
具
の
説
明
・
収
穫
体
験
な
ど
）

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

令
和
元
年

8
月
23
日
（
金
）・
24
日
（
土
）

　

久
宝
寺
寺
内
町
内
の
地
蔵
尊
を

管
理
し
て
い
る
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
地
蔵
盆
の
期
間
に
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
地
蔵
さ
ん
の
ス
タ
ン
プ
を
5

個
以
上
集
め
る
と
ま
ち
な
み
セ
ン

タ
ー
で
景
品
が
も
ら
え
る
、
と
い

う
も
の
で
し
た
。

「
は
や
く
大
き
く
な
る
と
い
い
な
ぁ
～
」

熱心にメモをとりながらガイドの
話に耳を傾けていました

「お地蔵さんのスタンプください！」

　授業の一環として行われている地域学
習で、久宝寺小学校 6 年生に久宝寺寺内
町を案内しました。97 人の児童を 7 班に
分け、推進協メンバーがガイドしました。
　児童たちは、学んだことをそれぞれ「新
聞」としてまとめたそうです。

そそ
のの
１１

干
支
の
ね
ず
み
の

壁
か
け
カ
レ
ン
ダ
ー

コーヒーを飲みながら和やかなひととき

「河内木綿クイズ」も盛り上がりました
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「
久
宝
寺
寺
内
町
の
中
核
寺
院

　
　
　

   

と
し
て
の
顕
証
寺
」

　

公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県

　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
理
事
長

                    

櫻
井
敏
雄 

氏

「
三
か
寺
・
神
社
め
ぐ
り
」

「
手
づ
く
り
郷ふ

る
さ
と土

賞

（
一
般
部
門
）」
に
選
定

「
手
づ
く
り
郷ふ

る
さ
と土

賞

（
一
般
部
門
）」
に
選
定

令
和
2
年
も
い
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

行行

事事

予予

定定

今後は「一般部門」の 1 ランク上の「大賞部門」を
目指し、燈路まつりのより一層の充実をはかります！

令
和
元
年
10
月
26
日
（
土
）

　

ま
ち
な
み
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に

て
表
題
の
テ
ー
マ
で
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

顕
証
寺
に
つ
い
て

【
1
】
顕
証
寺
と
寺
内
町

【
2
】
関
西
の
寺
内
町
（
富
田
林
・

貝
塚
・
今
井
町
・
大
ヶ
塚
な
ど
）

【
3
】顕
証
寺
・
願
泉
寺
と
本
願
寺
・

阿
弥
陀
堂

【
4
】
浄
土
真
宗
本
堂
の
成
立
過

程
に
つ
い
て

と
4
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
用
意

し
て
い
た
だ
い
た
レ
ジ
メ
に
基
づ

き
、
櫻
井
先
生
よ
り
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
、
顕
証

寺
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と

い
う
方
に
多
く
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
皆
様
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
12
月
31
日
午
後
11
時

よ
り
昨
年
に
引
き
続
き「
三
か
寺
・

神
社
め
ぐ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

冷
え
込
む
中
、
10
名
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
顕
証
寺
、
発
願

寺
、
念
佛
寺
、
許
麻
神
社
の
順
で

め
ぐ
り
、
各
寺
院
で
は
住
職
の
お

話
を
お
聞
き
し
、
顕
証
寺
に
お
い

て
は
除
夜
の
鐘
を
つ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
許
麻
神
社
で
は
全
員

で
初
詣
を
行
い
、
各
人
が
令
和
2

年
に
お
け
る
願
い
事
が
叶
う
よ
う

お
祈
り
し
ま
し
た
。

　
　

　

国
土
交
通
省
が
主
催
す
る
、

令
和
元
年
度
「
手
づ
く
り
郷
土
賞

（
一
般
部
門
）」
に
推
進
協
が
応
募

し
た
「
久
宝
寺
寺
内
町
み
ん
な
で

作
る
燈
路
ま
つ
り
」
が
全
国
か
ら

の
応
募
の
中
、
一
般
部
門
20
件
の

ひ
と
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
12
月
14
日
、
選
定
さ

れ
た
団
体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
東
京
で
行
わ
れ
、
推
進

協
の
冨
山
理
事
長
、
田
中
理
事
、

正
埜
理
事
、
近
藤
館
長
、
久
宝
寺

出
張
所
の
水
野
所
長
補
佐
が
参

加
。

　

惜
し
く
も
グ
ラ
ン
プ
リ
を
逃
す

結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
燈
路
ま

つ
り
の
存
在
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
こ
と
は
快
挙
と
い
え
ま
す
。

小
林
忠
市

「
銀
幕
の
ス
タ
ア
１
０
０
人
展

　
　
　
　
　
　
　
（
邦
画
女
優
編
）」

◆
開
催
日

　
　

2
月 

23
日（
日
）

　
　

 　
　

24
日（
月
・
振
休
）

　
　

 　
　

26
日（
水
）

◆
時
間

　
　

午
前 

9
時
～
午
後 

5
時

◆
場
所

　
　
八
尾
市
ま
ち
な
み
セ
ン
タ
ー
研
修
室

※
入
場
無
料

「
ま
ち
な
み
感
謝
祭
」

◆
開
催
日

　
　

3
月 

22
日（
日
）

◆
時
間
（
予
定
）

　
　

午
前 

10
時
～
午
後 

3
時

◆
内
容
（
予
定
）

　

・
令
和
元
年
度
推
進
協
活
動
報
告

　

・
飲
食
物
の
販
売
な
ど

◆
場
所

　
　

八
尾
市
ま
ち
な
み
セ
ン
タ
ー

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
　

八
尾
市
ま
ち
な
み
セ
ン
タ
ー

　
　

０
７
２
‐
９
２
４
‐
６
３
７
１　
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http://facebook.com/8noji8ao/

推進協および NPO法人寺内町久宝寺の活動は、たくさんの団体からご協力をいただいています。
今回は、そのなかでも特に若い力で「燈路まつり」や「広報活動」のお手伝いをしてくださっている、
学生団体「はちのじ」さんをご紹介します。
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クイズの解答は、次回発行（6月予定）の久宝寺寺内町新聞に
掲載します。
すぐに知りたい方は、まちなみセンターのホームページ　
kyu-machinami.or.jpをご覧ください。

前回の解答は P.6 に掲載しています。



6

2020 年（令和 2 年）　2 月　1 日　久宝寺 寺内町新聞　vol.11

久宝寺寺内町新聞 Vol.10   9 ページ「クイズ Q 宝寺」

そ
の
２

　昨年4月に久宝寺寺内町をテーマに3階
レストランストリートをリニューアルされた
「アリオ八尾」において、様々なイベントを
実施しました。多くの方に久宝寺寺内町を
知ってもらうよい機会になりました。
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　フラワーサークルで、皆さんと楽しく、
和やかに、いつもお花に心を癒されな
がら、生けております。
　ご一緒に楽しみませんか。皆様のご
参加をお待ちしております。

　昭和の懐メロや童謡を歌っていただく
ことで口やのどの筋力を鍛え、いつまで
も元気な声を保ちましょう。平野区では
約 40 名の生徒様に楽しんでいただいて
おります。
　お気軽にお越しください。

日　時：毎週金曜日  11：00 ～ 17：00
場　所：まちなみセンター 会議室
連絡先： 090-4568-5428（山本）

日　時：第 2・4 水曜日  10：00 ～ 11：15
場　所：まちなみセンター 研修室・会議室
連絡先：072-758-3311
  　　　（まえすぎ音楽療法事務所）

　大水路沿いの町屋でほっこり営業
中のお菓子とケーキのお店です。
　まちなみセンターでは、お店ではで
きない大人数のイベントを開催してい
ます。昨年は、親子参加で夢をケー
キで表現する『夢ケーキ』というイベ
ントを行いました。

所在地：八尾市久宝寺 3-8-25
営　業：11:00 ～ 18:00　( 日・月曜日定休 )
連絡先：090-1028-1298（多葉）
ＵＲＬ：https://atelier-oeuf.com/
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2020 年（令和 2 年）　2 月　1 日　久宝寺 寺内町新聞　vol.11

●接客スタッフボランティア募集中︕
●楽器演奏・ダンス・手品などの特技を
披露してくださる方を募集しています。
［毎月第3日曜9︓30～11︓30］

まちあるきボランティアガイドを
していただける方を募集しています︕
久宝寺寺内町に興味のある方や

歴史が好きな方、経験は問いません。

「久宝寺木綿わたの会」のメンバーを
募集中︕（種まき・水やり・収穫・糸紡

ぎのお手伝いいただける方）

ご不用の紡車・綿繰り機は
ございませんか︖

もしお持ちでしたらご提供ください︕
多少の不具合・故障は問いません。

本紙「ようこそ久宝寺へ」で
ご紹介いたします。

最近久宝寺地区に引っ越して
来られた方はいらっしゃいませんか︖

自推・他薦は問いません。

●毎朝8︓45～（休館日除く）
●八尾市まちなみセンター研修室
申込み不要 お気軽にお越しください

お問い合わせ 八尾市まちなみセンター TEL 072-924-6371

本紙「ようこそ久宝寺へ」で
ご紹介いたします。

最近久宝寺地区に引っ越して
来られた方はいらっしゃいませんか︖

自薦・他薦は問いません。

●毎朝8︓45～（休館日除く）
●八尾市まちなみセンター研修室
申込み不要 お気軽にお越しください


